
はしがき

�

は
し
が
き

ム
ン
バ
イ
日
本
人
会
会
長
（
丸
紅
イ
ン
ド
・
ム
ン
バ
イ
支
店
長
）

今
井　

正
浩

　

ム
ン
バ
イ
日
本
人
墓
地
百
周
年
を
祝
う
記
念
事
業
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
（
平
成
十
九
年
）
度
に
検
討

開
始
し
て
以
来
足
掛
け
二
年
余
、
各
方
面
多
数
の
関
係
方
々
の
ご
協
力
、
ご
尽
力
の
賜
物
と
し
て
、
こ
の

度
、
そ
の
足
跡
を
記
し
た
小
冊
子
を
皆
様
に
お
届
け
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
日
、
発
展
目
覚
ま
し
い
大
国
イ
ン
ド
に
押
し
寄
せ
る
人
の
波
。
我
々
日
本
人
も
数
年
前
よ
り
、
よ
う

や
く
こ
の
新
興
市
場
に
熱
い
視
線
を
注
ぎ
始
め
、
こ
こ
ム
ン
バ
イ
の
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
年
々
拡
大

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
か
ら
一
世
紀
以
上
も
の
昔
、
当
時
未
だ
大
英
帝
国
統
治
下
の
植
民
地
で
あ
っ

た
こ
の
地
に
商
売
を
追
い
求
め
、
あ
る
い
は
、
自
身
や
日
本
に
残
さ
れ
た
家
族
が
生
き
て
い
く
た
め
の
場

を
求
め
、
三
千
人
近
く
も
の
日
本
人
が
足
を
踏
み
入
れ
、
繁
栄
を
謳お
う

歌か

し
て
い
た
と
は
言
え
、
遠
く
離
れ

た
異
国
で
の
厳
し
い
生
活
環
境
の
中
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
志
半
ば
で
無
念
の
最
期
を
迎
え
た
商
人
、

人
知
れ
ず
静
か
に
世
を
去
っ
て
い
た
人
々
、
未
だ
幼
い
子
供
た
ち
の
名
も
…
。
日
本
人
墓
地
は
そ
の
光
と
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影
を
脈
々
と
刻
ん
で
、
後
に
続
く
我
々
日
本
人
に
そ
の
歴
史
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　

年
に
一
度
の
墓
参
会
は
そ
の
先
人
た
ち
の
心
を
知
る
機
会
で
あ
り
、
当
時
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
今

日
、
我
々
日
本
人
が
こ
こ
で
安
心
し
て
暮
ら
す
礎
を
な
し
て
く
れ
た
彼
ら
に
安
眠
の
祈
り
を
捧
げ
、
墓
地

開
設
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
イ
ン
ド
の
人
々
、こ
れ
を
守
り
続
け
て
来
て
い
た
だ
い
た
歴
代
住
職
の
方
々
、

全
て
の
人
々
に
報
恩
感
謝
の
意
を
示
す
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
暮
ら
す
皆
様
は
、
是
非
、
こ
の
小
冊
子
を
ご
一
読
い
た
だ
き
、
一
度
は
日
本
人
墓
地
を
訪
れ
、

ム
ン
バ
イ
日
本
人
墓
地
の
歴
史
を
通
じ
、
こ
の
一
世
紀
に
わ
た
る
ム
ン
バ
イ
と
日
本
人
の
縁
を
ご
理
解
い

た
だ
け
れ
ば
と
祈
念
致
し
ま
す
。

編
者
注
＝�

ボ
ン
ベ
イ
の
公
式
呼
称
は
、
一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）
に
現
地
語
（
マ
ラ
テ
ィ
語
）
の
ム
ン

バ
イ
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
が
、
旧
呼
称
も
慣
習
的
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
本
冊
子
で
は
「
ボ
ン

ベ
イ
」「
ム
ン
バ
イ
」
の
区
別
は
筆
者
の
表
記
に
従
い
ま
し
た
。
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日
印
の
礎
を
築
い
た
方
々
に
思
い
を
致
す

ム
ン
バ
イ
日
本
人
会
名
誉
会
長
（
在
ム
ン
バ
イ
日
本
国
総
領
事
）

持
田　

多
聞

　

今
般
、
当
地
日
本
人
会
が
中
心
と
な
り
、
関
係
者
の
ご
協
力
を
得
て
、
当
地
に
日
本
人
墓
地
が
開
設
さ

れ
て
か
ら
百
周
年
に
な
る
の
を
記
念
し
て
本
誌
が
上
梓
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
印
関
係
は
、
遠
く
奈
良
時
代
に
ま
で
遡
り
、
滔と
う

々と
う

と
流
れ
る
ガ
ン
ジ
ス
の
よ
う
に
、
今
日
ま
で
、
文

字
通
り
「
ま
さ
か
の
時
の
友
こ
そ
真
の
友
」
と
い
う
諺
こ
と
わ
ざの
如
く
、
尊
敬
し
合
い
、
助
け
合
う
長
き
に
わ
た

る
歴
史
に
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

ム
ン
バ
イ
日
本
人
墓
地
１
０
０
周
年
に
寄
せ
て
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モ
ハ
ン
・
シ
ン
首
相
の
訪
日
（
二
〇
〇
六
年
十
二
月
）
を
経
て
、
二
○
○
七
年
八
月
の
安
倍
総
理
の
訪
印

で
、
政
治
・
安
全
保
障
、
経
済
や
地
域
的
課
題
、
国
際
的
課
題
ま
で
を
両
国
の
協
力
の
課
題
と
す
る
「
戦

略
的
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
へ
と
更
に
高
度
な
関
係
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。
二
○
○
八
年

十
月
に
は
シ
ン
首
相
が
訪
日
し
、
右
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
更
な
る
前
進
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
の
日
印
の
経
済
関
係
は
発
展
の
一
途
に
あ
り
、
貿
易
量
の
着
実
な
増
加
と
飛
躍
的
な
対
印
投
資
の

増
大
に
表
れ
て
い
ま
す
が
、
両
国
の
経
済
規
模
か
ら
は
そ
の
貿
易
額
は
ま
だ
少
な
く
、
今
後
の
更
な
る
伸

張
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
我
が
国
の
支
援
を
得
て
進
め
ら
れ
て
い
る
イ
ン
ド
貨
物
専
用
鉄
道

計
画
や
デ
リ
ー
・
ム
ン
バ
イ
間
産
業
大
動
脈
構
想
の
完
成
の
暁
に
は
、
そ
れ
が
日
印
両
国
に
も
た
ら
す
経

済
効
果
と
そ
の
波
及
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
日
印
関
係
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
が
書
き
加
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

他
方
、
そ
の
足
跡
は
わ
ず
か
に
供
養
塔
の
碑
銘
に
刻
ま
れ
て
い
る
の
み
で
す
が
、
今
日
の
緊
密
な
日
印

関
係
を
築
く
上
で
そ
の
礎
と
な
り
、
故
国
日
本
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
こ
の
地
で
亡
く
な
っ
た
幾
多
の

方
々
に
思
い
を
致
さ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

改
め
て
、
こ
の
地
に
眠
る
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
現
在
の
日
印
関
係
が
当
時
と
比
較

す
べ
く
も
な
く
大
き
く
花
開
い
て
い
る
の
を
喜
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

本
誌
を
読
ん
で
い
た
だ
く
と
、
日
本
と
ム
ン
バ
イ
と
の
関
わ
り
が
百
年
以
上
前
に
遡
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
昔
に
も
、
当
時
の
商
社
員
が
日
本
近
代
化
の
牽
引
力
と
な
っ
た
紡
績
業
の
原
料
の
綿

花
を
求
め
て
、
イ
ン
ド
各
地
を
飛
び
回
っ
て
い
た
情
熱
と
使
命
感
に
は
驚
嘆
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
当
時

の
日
本
人
社
会
に
は
、
商
機
を
求
め
て
渡
っ
て
き
た
様
々
な
職
種
を
生
業
と
す
る
日
本
人
も
活
躍
し
て
お

り
、
日
本
と
ム
ン
バ
イ
と
の
間
で
経
済
活
動
を
通
じ
た
交
流
が
早
く
か
ら
発
展
し
て
い
た
こ
と
は
、
昭
和

初
期
に
相
当
規
模
の
日
本
人
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
窺う
か
がえ
ま
す
。

　

墓
地
の
開
設
後
百
年
、
そ
の
間
に
我
が
国
は
世
界
第
二
の
経
済
力
、
Ｇ
８
の
メ
ン
バ
ー
、
国
連
で
の
活

躍
等
々
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
世
界
に
誇
る
豊
か
な
国
に
発
展
し
ま
し
た
。
一
方
、
イ
ン
ド
も
、

一
九
九
○
年
代
か
ら
の
経
済
自
由
化
に
よ
り
国
内
の
産
業
は
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
成
長
著
し
く
、
Ｉ
Ｔ
産

業
も
世
界
の
中
心
地
と
な
る
ほ
ど
ま
で
に
発
展
し
、
ア
ジ
ア
の
大
国
と
し
て
の
力
を
着
実
に
つ
け
て
い
ま

す
。

　

か
か
る
イ
ン
ド
の
発
展
は
、
我
が
国
に
と
っ
て
の
イ
ン
ド
の
重
要
性
に
質
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
、

二
〇
〇
〇
年
八
月
の
森
総
理
の
訪
印
で
、「
日
印
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
構
築
が
合
意

さ
れ
、
両
国
の
関
係
は
、
地
球
規
模
の
平
和
と
安
定
の
担
い
手
と
し
て
人
類
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
泉
総
理
の
訪
印
（
二
○
○
五
年
四
月
）
で
右
関
係
に
戦
略
的
方
向
性
が
与
え
ら
れ
、
マ
ン
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合
掌
し
た
後
に
日
本
山
妙
法
寺
の
森
田
捷
泉
住
職
に
導
か
れ
石
塔
横
に
回
る
と
、
こ
の
地
に
眠
る
人
々

の
名
と
享
年
が
墓
誌
に
刻
ま
れ
、
そ
の
中
に
若
年
の
女
性
と
幼
年
齢
で
永
眠
し
た
名
が
連
な
る
の
を
見
る

に
〝
か
ら
ゆ
き
さ
ん
〟
を
思
い
起
こ
し
、
百
年
の
昔
に
日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
異
国
の
地
で
命
を
落
と
し

た
方
々
を
思
う
と
胸
が
熱
く
な
り
、
あ
ら
た
め
て
合
掌
し
ま
し
た
。

歴
史
を
振
り
返
っ
て

　

思
え
ば
十
九
世
紀
後
半
か
ら
ボ
ン
ベ
イ
は
日
本
に
先
駆
け
て
鉄
道
が
走
る
、
ア
ジ
ア
で
も
有
数
の
商
業

地
、
寄
港
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
そ
の
繁
栄
を
謳お
う

歌か

し
、
日
本
企
業
も
海
運
・
綿
花
産
業
を
中
心
に
多
く

の
日
本
人
を
派
遣
し
、
昭
和
初
期
の
最
盛
期
に
は
三
千
人
も
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

一
方
、
医
療
、
衛
生
面
を
含
め
て
当
時
の
生
活
環
境
は
非
常
に
厳
し
く
、
無
念
に
も
異
国
の
地
で
最
期

を
迎
え
ら
れ
た
方
々
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
推
察
し
ま
す
。
か
か
る
中
で
当
時
の
日
本
人
会
が
ボ
ン
ベ
イ

市
か
ら
永
代
自
由
使
用
権
を
獲
得
し
て
供
養
の
地
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、
日
本
人
会
の
弛た
ゆ

ま
ぬ

交
渉
と
ボ
ン
ベ
イ
市
の
温
か
い
配
慮
の
賜
物
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
ド
の
懐
の
深
さ

　

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
主
流
の
イ
ン
ド
で
す
が
、
異
教
を
迎
え
入
れ
る
心
も
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、

日
本
人
と
し
て前

ム
ン
バ
イ
日
本
人
会
会
長
（
前
イ
ン
ド
三
菱
商
事
ム
ン
バ
イ
支
店
長
）

城た
ち　
　

芳
久

最
初
に
日
本
人
墓
地
を
訪
れ
た
印
象

　

生
活
感
溢
れ
る
ム
ン
バ
イ
の
居
住
区
ウ
ォ
ル
リ
ー
の
一
角
に
、
対
で
聳そ
び

え
る
「
供
養
塔
」
と
「
南
無
妙

法
蓮
華
経
」
の
石
塔
が
聖
な
る
静せ
い

謐ひ
つ

さ
を
保
ち
永
眠
す
る
人
々
を
供
養
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
日
本
人

墓
地
に
最
初
に
足
を
運
ん
だ
時
の
印
象
で
し
た
。
決
し
て
大
き
な
石
塔
で
は
な
い
も
の
の
、
凛り
ん

と
し
て
立

つ
そ
の
姿
に
日
本
人
の
歴
史
を
刻
む
重
み
を
感
じ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

ム
ン
バ
イ
日
本
人
墓
地
１
０
０
周
年
に
寄
せ
て
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一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一
年
）
に
ボ
ン
ベ
イ
の
地
に
日
本
人
墓
地
を
、一
九
五
六
年
（
昭
和
三
十
一
年
）

に
墓
地
を
管
理
す
る
日
本
山
妙
法
寺
の
建
立
を
許
可
し
た
イ
ン
ド
の
慈
愛
の
精
神
を
誠
に
有
り
難
く
思
い

ま
す
し
、
特
に
日
本
山
妙
法
寺
の
建
立
で
は
一
般
企
業
で
あ
る
ビ
ル
ラ
財
閥
が
資
金
援
助
を
行
う
な
ど
人

種
、
宗
教
を
超
え
た
イ
ン
ド
人
の
豊
か
な
人
間
性
と
そ
の
寛
容
な
精
神
を
感
じ
ま
す
。

　

一
九
九
三
年（
平
成
五
年
）に
ボ
ン
ベ
イ
市
に
ま
で
広
が
っ
た
宗
教
騒
乱
の
際
に
森
田
住
職
が
一
人〝
南

無
妙
法
蓮
華
経
〟
と
唱
え
て
、
混
乱
に
気
持
ち
が
高
ぶ
る
人
の
波
に
入
っ
て
安
寧
の
心
を
訴
え
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
人
の
本
質
に
触
れ
る
心
の
響
き
は
異
教
で
あ
れ
排
除
せ
ず
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
、
イ

ン
ド
人
の
平
和
を
尊
ぶ
心
こ
そ
が
日
本
人
墓
地
の
百
年
の
歴
史
の
守
護
神
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

日
本
人
と
し
て
の
使
命

　

昨
年
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
十
年
）
十
一
月
に
ム
ン
バ
イ
市
内
で
テ
ロ
が
発
生
し
、
日
本
人
を
含
む
多

く
の
方
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
方
の
ご
冥
福
を
改
め
て
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ロ
は
宗
教
に
起
因
し
た
国
際
的
な
背
景
も
否
定
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
ム
ン
バ
イ
で

生
活
す
る
日
本
人
と
し
て
感
ず
る
に
、
イ
ン
ド
人
は
平
和
と
安
寧
を
拠
り
所
と
し
て
命
を
尊
ぶ
生
活
倫
理

観
を
携
え
て
お
り
、
自
ら
争
い
を
望
む
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
日
本
人
墓
地
が
百
年
の
歴
史
を
経
て
今
も
存

在
す
る
こ
と
が
イ
ン
ド
人
の
寛
容
の
精
神
の
顕あ
ら
われ
で
あ
り
、
平
和
を
望
む
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
も
受
け
取
れ
ま

す
。

　

一
世
紀
を
超
え
て
ム
ン
バ
イ
に
日
本
人
が
居
住
し
、
多
く
の
方
々
が
こ
こ
に
眠
る
、
現
在
に
繋
が
る
こ

の
歴
史
に
は
先
人
の
礎
が
あ
り
日
本
人
墓
地
が
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
る
、
こ
れ
こ
そ
我
々
が
後
世
に
引
き

継
ぐ
べ
き
も
の
で
す
。
年
に
一
度
の
墓
参
会
を
継
続
し
て
亡
く
な
っ
た
方
の
供
養
を
欠
か
さ
ず
、
イ
ン
ド

人
の
寛
容
の
精
神
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
先
人
の
足
跡
を
次
の
世
代
に
受
け
継
い
で
行
く
こ
と

が
、
ム
ン
バ
イ
日
本
人
会
と
し
て
、
ま
た
、
日
本
人
と
し
て
の
義
務
で
あ
り
使
命
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

インド門


